
－ 20 － 
1 旭川医科大学, 2 日本獣医生命科学大学，3 東京海洋大学 

安全な農畜水産物安定供給のための包括的レギュラトリーサイエンス研究推進委託事業 

「アユの異型細胞性鰓病の発病原因の解明と防除法の開発」（令和 4年度／国庫委託） 

－養殖場における PaPV侵入経路の解明－ 

石川孝典・野中信吾・佐々木瑞希 1・中尾稔 1・和田新平 2・佐野元彦 3 

                       

目 的 

 アユ養殖における異型細胞性鰓病（ACGD）は，細菌

性冷水病と並び大きな魚病被害を生じさせている。し

かし，発症メカニズムの解明や予防方法の開発には未

だに至っていない。そこで，ACGD の原因であるアユ

ポックスウイルス（PaPV）の天然水域や周辺環境にお

ける動態を把握するため，県内で捕獲された魚食性鳥

類の糞を対象に PaPV の保有調査を実施した。 

 

材料および方法 

調査対象 2020 年 4 月から 2021 年 1 月までに県内

で捕獲されたカワウ 15 羽および養殖場の池で事故死

したサギ類 4 羽の糞を調査対象とした（表 1，2）。 

調査方法  得られた鳥類個体は一度冷凍保存し

た。解凍した後に解剖を行い，総排泄孔付近の腸管

から得た糞を，約 50mL の 99.5%エタノールで固定

し，DNA 抽出時まで保存した。試料は PCR 検査の

直前に遠心分離（12,000g×5 分間，4°C）し，沈下

物 10mg から鋳型 DNA を抽出した。PaPV の PCR 法

による検出は，過去の報告と同様とした。1) 

 

結果および考察 

調査対象のカワウおよびサギ類の糞から PaPV が高

頻度に検出された（表 1，2）。天然水域のアユでは PaPV

を高頻度で保有することは明らかになっており，1) そ

れらを捕食することで鳥類の糞に PaPV が含まれてい

たと考えられる。また，サギ類はしばしば養殖場内に

侵入し，養殖池に排便することから，養殖場内に PaPV

を持ち込む一因である可能性が高い。さらに，養殖場

間を鳥類が行き来し，ACGD 発生養殖場から PaPV を

未発生養殖場に持ち込む可能性もある。これらのこと

から，養殖場の ACGD 発生防止においては，糞の落下

防止を含めた防鳥対策を講じることが重要と考えられ

る。ただし，糞に含まれる PaPV の感染性については

不明であることから，今後の調査で明らかにする必要

がある。 
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No. 捕獲月 種
1st
PCR

2nd
PCR

1 5 カワウ 大田原市 － ＋

2 5 カワウ 那須町 － ＋

3 5 カワウ 那須町 － ＋

4 5 カワウ 那須町 － ＋

5 5 カワウ 那須町 － ＋

6 5 カワウ 大田原市 － ＋

7 5 カワウ 大田原市 － －

8 4 カワウ 那須塩原市 － ＋

9 4 カワウ 那須町 － ＋

11 5 カワウ 大田原市 － ＋

12 6 カワウ 大田原市 － ＋

13 6 カワウ 大田原市 － ＋

14 11 カワウ 那須町 － －

15 11 カワウ 那須町 － －

場所

No. 死亡月 種
1st
PCR

2nd
PCR

1 6 ゴイサギ 宇都宮市 － ＋

2 9 アオサギ 大田原市 － －

3 9 アオサギ さくら市 － ＋

4 1 ゴイサギ 宇都宮市 － ＋

場所

表 2 サギ類糞における PaPV の保有調査結果 

表 1 カワウ糞における PaPV の保有調査結果 


